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テ
レ
ビ
が
今
ほ
ど
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
昭
和
30
年
代
、
人
び
と
の
娯
楽

の
主
役
は
映
画
。
仙
台
市
の
中
心
部
に
は
、い
く
つ
も
の
映
画
館
が
連
な
り
、

週
末
と
も
な
れ
ば
、
大
入
り
の
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　〝
映
画
黄
金
期
〟
だ
っ
た
時
代
、宮
町
に
も
「
北
映
劇
場
」
と
「
仙
台
銀
映
」

の
2
軒
の
映
画
館
が
あ
り
ま
し
た
。
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
小
宇
宙

が
、
ど
れ
ほ
ど
、
こ
の
街
で
生
き
た
人
た
ち
の
心
を
温
め
、
潤
い
と
活
力
を

与
え
て
き
た
こ
と
か
。

 

北
映
劇
場
を
経
営
し
て
い
た
藤
野
光
義
さ
ん
の
次
男
・
勝
宣
さ
ん
に
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。

 

　「
5
0
0
席
の
ホ
ー
ル
に
人
が
入
り
き
れ
な
く
っ
て
、
後
ろ
に
立
っ
た
ま

ま
席
を
空
く
の
を
ず
っ
と
待
っ
て
い
る
人
も
多
か
っ
た
で
す
ね
」

　「（
行
楽
な
ど
に
行
け
な
い
）
雨
の
日
は
、
特
に
お
客
さ
ん
が
多
か
っ
た
。

時
に
は
、
館
内
に
入
り
き
れ
な
い
ほ
ど
ご
っ
た
返
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
」

　
北
映
劇
場
は
、
今
の
北
四
番
丁
通
り
と
宮
町
通
り
が
交
わ
る
宮
町
3
丁
目

交
差
点
の
北
西
角
に
あ
り
ま
し
た
。
宮
町
で
写
真
業
を
し
て
い
た
光
義
さ
ん

が
、
地
元
の
発
展
に
つ
な
が
れ
ば
い
い
、
と
、
経
営
に
乗
り
出
し
た
の
は
昭

和
32
年
の
こ
と
。
光
義
さ
ん
は
松
竹
の
大
船
撮
影
所
で
ス
チ
ー
ル
カ
メ
ラ
マ

ン
と
し
て
働
き
、
蔵
王
で
映
画
を
撮
る
ほ
ど
映
画
好
き
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
北
映
劇
場
で
は
、
石
原
裕
次
郎
主
演
の
仁に

ん

侠き
ょ
う

映
画
「
鉄
火
場
破
り
」
や

ア
ニ
メ
「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
な
ど
実
に
多
く
の
映
画
が
上
映
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

幼
か
っ
た
勝
宣
さ
ん
の
目
に
は
、
映
画
館
で
働
く
両
親
の
姿
と
銀
幕
に
目
を

凝
ら
す
客
の
姿
が
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
当
時
、
1
つ
の
作
品
を
上
映
す
る

の
は
長
く
て
も
3
日
ほ
ど
。
樹
脂
製
の
フ
ィ
ル
ム
に
強
力
な
光
を
当
て
銀
幕

に
映
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
時
に
は
光
源
の
熱
で
フ
ィ
ル
ム

が
変
形
し
て
し
ま
う
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
っ
た
そ
う
。
映
写
技
師
の
熟
練
の
手
さ

ば
き
が
、
心
躍
ら
せ
る
い
く
つ
も
の
映
画
を
支
え
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
映
画
全
盛
の
時
代
も
東
京
五
輪
（
39
年
10
月
）
な
ど
が
、
テ
レ
ビ

普
及
の
呼
び
水
と
な
り
徐
々
に
退
潮
傾
向
に
。「
40
年
を
過
ぎ
て
か
ら
は
、

5
0
0
人
収
容
の
ホ
ー
ル
に
客
が
3
、
4
人
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

「
衰
退
期
の
青
息
吐
息
の
あ
り
さ
ま
を
見
て
い
る
と
て
も
つ
ら
か
っ
た
」
と
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懐
か
し
い
ポ
ス
タ
ー
を
前
に
当
時
を
振
り
返
る
藤
野
さ
ん
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北映劇場では、一日に何本映画が上映されていたのですか？

午前１０時から午後１０時まで計４回の上映をしていて、１
回に上映する映画は２本。合わせて８本を流していました。
一度入場料を払えば一日中映画館にいられたので朝から晩
まで映画を見る人もいました。上映していたのは松竹、日
活、東宝の映画です。
 
当時の映画館となると、宮町でも目を引く建物ですよね。

そうですね。それだけ大きな建物は当時の宮町には珍し
く、宮町商店街のお歳暮の大売り出しの時には映画館のス
テージが抽選会の会場になったんです。
 
今の映画館にはよくポップコーンが売っていますが、当時は
食べながら映画を楽しんでいたのでしょうか？

北映劇場にも売店がありました。大人から子供まで売店で
あんぱんや牛乳、アイスクリーム、せんべいやのしいかなど
を買い込んでスクリーンに見入ったんです。

昔の映画館と今の映画館の違いはどんなところですか？

北映劇場の表には畳３枚ほどある大きな看板が２枚ありま
した。映画館お抱えの看板描きが映画のポスターを見なが
ら作るのですが、上映する映画がかわるごとに、次々と新し
い看板を描かなければいけなかったんです。 

映画館には何人くらいの人が働いていたのですか？

いつも７～８人の人が働いていました。チケット売りともぎり
が一人ずつ、事務所には、支配人と経理、警備員がいて、映
写室には映写技師さんと補助の方がいました。技師さんが
２台の映写機を使って映画を上映するのが面白く、私も中
学校の帰りに映写室に潜り込みました。本当は怒られること
でしょうが、技師さんは内緒で中に入れてくれ、フィルムの
巻き戻しを手伝わせてくれました。

Q
A

Q

Q

A

A

Q
A

Q
A

勝
宣
さ
ん
。
断
腸
の
思
い
で
42
年
ご
ろ
に
閉
館
を
迎
え
ま
す
。

　
映
画
館
と
い
う
ひ
と
つ
の
〝
文
化
の
器
〟
は
宮
町
か
ら
姿
を

消
し
た
も
の
の
、
映
画
自
体
の
魅
力
は
今
な
お
、
褪あ

せ
な
い
と
、

力
を
込
め
ま
す
。
　

　「
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
映
像
と
音
の
迫
力

は
テ
レ
ビ
は
か
な
い
ま
せ
ん
。
映
画
の
魅
力
は
い
つ
の
時
代
も

普
遍
で
す
」

　
涼
や
か
な
秋
風
が
心
地
よ
い
こ
の
季
節
。
の
ん
び
り
と
映
画

館
で
過
ご
す
ひ
と
と
き
は
何
に
も
代
え
難
い
喜
び
と
、
心
に
潤

い
を
与
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

昭和39年公開の映画のポスター

導甘

原作・手塚治虫
光文社刊 少 年力ア ミクスま

構成・手塚治虫 音 響・大野松雄
脚本・山本日英一 ・別所孝治

・林重行
・鈴 木良武 声の出演

演出・山本日英一 アトム・清 水まり
・林 重 行 お参の水・勝田 久
高木 厚 い やい矢島正明

音楽・高井達雄 語り手・谷津 勲
主題歌 ・朝 日ソ ラマ

ミ

朝

製作・プ ロダクシ ン

配給日活株式社
全国 。連 続テレビ漫画 明治製 ・提供

鬱
墨

服

、ユ 立豊み

き、

宇宙の勇者
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　今年も中学校総合体育大会で、五城中学校の生徒達が大活躍。中でも・女子
バスケットボール部・陸上競技部女子個人・体操部女子個人・柔道部男子個人３名・
男女バドミントン部 ･水泳部 ･卓球部男子個人は、仙台市大会、県大会へと駒を
進めました。さらに、女子バスケットボール部は強豪女川中学校を破り優勝、陸上、
体操、柔道も上位の成績で、東北大会出場を果たしました。
　女子バスケットボール部の快進撃は続き、東北大会で準優勝すると東北６県の代
表として、福井県で開催された全国大会出場という快挙を達成しました。（１点差
で惜しくも決勝トーナメント進出ならず）
　また、文化部では全日本吹奏楽コンクール宮城県大会において、吹奏楽部が金
賞を獲得しました。
　スポーツのみならず、様々なことに一生懸命打ち込む五城中の生徒達の姿は美
しく、地域に感動と勇気を与えてくれました。
　未来を切り拓くたくましい生徒達を、これからも見守りたいものです。

　9 月 4 日、仙台市牛越緑地運動公園において開催されました「平成 28 年度
仙台市青葉消防団特別点検」におきまして、仙台市青葉消防団宮町分団が『最
優秀』を受賞し総合優勝を致しました。

団員募集のご案内
貴方も「愛する町・笑顔な町・楽しい町」へ一緒に地域貢献活動をやってみま
せんか。宮町分団への入団ご希望者の方は仙台市青葉消防署にお問合せくだ
さい。� TEL 022-234-1121（代）

スポーツと文化の五城
この夏、栄光の記録！

宮町分団が2年ぶりに総合優勝！

お問合せ� 千久沙日本舞踊学園で検索
� URL�http://www.c-nichibu-g.org/

Q 今年で師籍 33 周年を迎えた西﨑千久沙先生。 日本舞踊の
道へ入ろうと思ったきっかけは、どんなことだったでしょうか。

Aきっかけは母が踊りの師匠をしていたことでした。

Q 宮町に西﨑緑敬日本舞踊教室の看板がありますが、こちら
の教室は何年前に始まったのでしょうか。また、こちらでの
お稽古は行ってるのでしょうか。

A宮町の稽古場は母が 45年前に荒町から宮町に引っ越しした
時に始めました。母の稽古が無い時は私の教室として行っ
て居りましたが、震災で大規模半壊になり、舞台にひびが
入ってしまった事から使えなくなり、今は一番町の稽古場の
みの教室で行って居ります。

Q 今まで沢山の舞台で踊って来られた中でも一番思い出深い
作品は何でしょうか。

A本衣装での大舞台として踊って来たものは全て思い出深いも
のです。東京の師匠と踊ったもの・母と二人で踊ったもの・
姉も加え親子3人で踊ったもの・姉と踊ったもの・どうして
も挑戦したくて踊ったもの　5歳の初舞台「藤娘」から４０以
上の演目を踊っていますが、思い出というよりは宝物です。

Q 今後予定されてる舞踊公演や発表会等はございますか。

A大きな発表会は昨年 11月に終えたばかりなので、次は 4
年後です。小さな発表会は年に2回ほど行って居り、一番
町の教室で入場無料で行って居ります。

Q お宮町の皆様へ日本舞踊の楽しみ方等を教えて頂ければと
思います。

A踊りは難しくてよく分からないとおっしゃる方が多いですが、
最近は歌舞伎も鑑賞する方も増えてきておりますよね。見た
目も艶やかで美しいですが、内容を予め把握してご覧になる
ともっと感動があるのではないかと存じます。

颯爽と艶やかに
	 西嵜	千久沙さん
　宮町で親子二代、30 年以上にわたり日本舞踊の教室をされていた西﨑さん。舞踊公

演の主催や国立劇場に出演する他、格式や流派を越えて日本舞踊を学ぶことのできる学

園も経営されるなど、活躍を続ける西﨑千久沙さんにお話をお聞きしました。

宮町で活躍する人々

親子で連獅子を踊る西﨑さん

全国大会で熱戦を展開した女子バスケットボール部
（紺色のユニホーム）
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	 ①クルールフラン	宮町店
	 ②早稲田教育ゼミナール
	 ③スタジオ笑タイム

　去る７月 24日、「ブラタモリ」に出演された東京スリバチ学会会長で「地形マニア」の
皆川典久さんと小紙の千葉富士男編集長を講師役に、初めての「ぶら宮町」が開催されまし
た。天気にも恵まれ、総勢 40名による楽しいまち歩きになりました。

13 時 30 分に仙台東照宮をスタート、まずは小松島小学校の
横を走っていた仙台軌道跡を歩きました。これは昭和 34年
まで北仙台と中新田を結んでいた軽便鉄道で、通勤・通
学や商売の仕入れなどに利用されたそうです。その後、
旧制二高で学んだ明治の文豪、高山樗牛でお馴染みの
「瞑想の松」へ。ここは東北薬科大学の敷地内で、小高
い丘の上には展望台もあり、仙台市の素晴らしい眺望
を楽しめます。そのままキャンパスを抜けて、大学前
にある海老沼に出ました。ここは小松島沼と
も呼ばれ、かつては灌漑用水として用い

られたそうです。ちなみに、小松島の
地名の由来は、松が多く松島に風景が似

ていたからだそうです。
普段住民の方々しか通らないような道を
歩くのも、まち歩きの醍醐味。次に向かっ
たのは高松の丘です。ここからは仙台市内
特に東部まで視界が開けていて、太平洋ま
で見渡すことができます。今度は丘を下り、
四代藩主綱村の正室であった万寿寺殿の菩
提寺である万寿寺を見学しました。
その後宮町通りに戻り、小田原遊郭の遊女た
ちが眠る万日堂に向かい、四竈住職によるお寺の
歴史について講話を聞きました。最後は小田原遊郭跡
を歩きました。小田原遊郭は、明治 27年に西公園北側にあっ

た常盤町遊郭が小田原蜂屋敷に移設され、公娼制度が昭和 20年
に廃止されるまで不夜城の賑わいを見せていました。最盛
期には 33軒もの遊郭があったそうです。ここで盛んに
催された七夕や盆踊りは、仙台中に名を馳せました。
今回のまち歩きは「地形」と「歴史」という切り
口でしたが、これから様々な切り口で宮町のまち歩
きを企画し、住民の皆さんと共にまちの宝を発見し
て参ります。

次回は下の３店を巡ります。参加希望の方は、氏名・連絡先
を明記のうえ、メール、またはFAXでお申込みください。お宮町

なるほどツアー

次回予告

メール info038press@gmail.com
F A X 022-223-7988

日　時 平成 28 年 10月 22日土 15:00 ～ 17:00
集合場所 15:00　七十七銀行宮町支店前集合
参加費 1,000円　

案内役の皆川典久さん

瞑想の松で記念撮影

宝蔵院橋から
梅田川に合流する
四ツ谷用水（左下）

を見る参加者

万日堂で四竈住職の講話に
耳を傾ける参加者

5



 

日　時： 10 月 15 日（土）10 時 ~15 時 30 分
場　所：�仙台東照宮の境内（東照宮の駐車場も会場にな

ります）
主　催： 宮町商店街振興組合
　第 1 回 宮町秋まつりは、仙台利府線が開通する前の道
路（北四番丁宮町から高松通り公園まで）を使用して開
催しました。
　第 10 回 宮町秋まつりでは、西川町役場と宮町商店街振
興組合が、友好締結書を交わしました。東日本震災の時
には、西川町から宮町（東六小や北六小の避難所）に多
くの支援を頂いたのを記憶されている方もいらっしゃる
と思います。
　さらにこの関係を深めるため友好締結更新イベントを
行います。西川町の小川町長と宮町商店街の理事長が、
大きなダイコンで作られた判子で調印します。多くの皆
様に見守られながら式を行いたいです。（笑）
　今回も宮町テント村では、芋煮などの秋の味覚を用意
しておりますし、西川町の産直、フリーマーケットも行
います。杜で奏でる音楽祭では、地元、五城中吹奏楽部、
北六ソーラン、東六小スクールバンドの皆さんにも発表
頂きますよ。　
　宮町商店街振興組合の店舗で事前に渡される応募用紙
をゲットすれば、商品券がその場で当たる YES・NO クイ
ズにも参加頂けます。是非、足を運んでみてください。
 宮町商店街振興組合　理事長　佐藤　広行

www.omiyamachi.com

日　時： 10 月 29 日（土）10 時～ 16 時／ 
 30 日（日）10 時～ 15 時

場　所：�東六コミュニティ・センター
主　催： 東六コミュニティ・センター運営委員会／ 

東六地区連合町内会／東六コミセンまつり実行
委員会

助　成：（公財）仙台ひとまち交流財団
問合せ： 東六コミュニティ・センター 

Tel.022-263-5311（平日、10時～12時）

◆『趣味の作品展』
書道・絵画・手芸・工芸作品など、児童から高齢の方ま
で幅広い年齢の方々の力作が展示されます。出展ご希望
の方は、お問合せください。

◆『お楽しみ企画』※当日先着30名/無料
①押し花教室 10 月 29 日（土）10 時 30 分～ 12 時
②着付け教室 10 月 29 日（土）13 時 30 分～ 15 時
③スタンプアート 10 月 30 日（日）10 時 30 分～ 12 時

◆新企画『花京院地域包括支援センターコーナー』
① 10月29日（土）10時～16時、30日（日）10時～12時

花京院地域包括支援センタースタッフによる体力測定
（握力・開眼片足立ちなど）と相談会

② 10 月 30 日（日）13 時～ 15 時
仙台市薬剤師会とのタイアップ企画「薬剤師さんによ
る骨密度測定・ストレス度チェックとお薬の相談会」

◆新企画『熊本震災復興支援バザー』
今回のコミセンまつりでは、熊本地震で被災された方々
への復興支援バザーを開催します。ご家庭に眠っている
未使用品を、10 月 25 日（火）までに東六コミュニティ・
センターへご提供ください。売上は【平成 28 年熊本地震
義援金】に寄付いたします。ご賛同、ご協力をお願いい
たします。

今年は，児童館がオリンピック会場に大変身！
金メダルを目指して，いろいろなコーナーにチャレンジ
しよう！
日　時：平成 28 年 10 月 22 日（土）10:00 ～ 12:30
場　所：東六番丁児童館

第 20 回 宮町秋まつり第 28 回 東六コミセンまつり

東六番丁児童館まつり
「東六まつりンピック 2016」

力作揃いの作品展

過去に開催した
東日本大震災復興支援バザー

昨年のフリーマーケット 北六ソーラン
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Ａ
型
だ
と
思
っ
て
い
た
ら

　

小
学
生
の
時
、
血
液
検
査
で
「
Ａ

型
」
だ
と
言
わ
れ
た
。
名
札
の
血
液

型
欄
に
「
Ａ
型
」
と
書
き
込
み
、
以

来
、
自
分
は
典
型
的
な
Ａ
型
人
間
だ

と
思
っ
て
過
ご
し
て
き
た
。
と
こ
ろ

が
―
―
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

こ
の
夏
、
肩
を
骨
折
し
て
東
京
・

中
野
の
病
院
で
生
ま
れ
て
初
め
て
手

術
を
受
け
た
。
採
血
を
含
む
事
前
検

査
を
経
て
手
術
室
に
入
る
と
、
看
護

師
さ
ん
に
あ
れ
こ
れ
質
問
さ
れ
る
。

「
名
前
は
？
」
「
生
年
月
日
は
？
」

「
今
日
ト
イ
レ
に
行
っ
た
の
は
何

回
？
」

　

そ
し
て
、
最
後
に
聞
か
れ
た
の
が

「
血
液
型
は
何
型
で
す
か
？
」
だ
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
答
え
は
「
Ａ
型
で

す
」
。
と
こ
ろ
が
、

　

「
ミ
オ
カ
さ
ん
は
Ｏ
型
で
す
よ
」

と
看
護
師
さ
ん
。

　

「
え
？　

小
学
校
の
時
、
Ａ
型
と

言
わ
れ
た
ん
で
す
が
…
…
。
ど
っ
ち

が
正
し
い
ん
で
す
か
」
と
私
。

　

不
思
議
な
感
覚
の
ま
ま
全
身
麻
酔

を
か
け
ら
れ
、
目
が
覚
め
る
と
手
術

が
終
わ
っ
て
い
た
。
結
局
、
輸
血
は

必
要
な
か
っ
た
が
、
酸
素
マ
ス
ク
を

し
て
病
室
に
戻
る
と
、
血
液
型
の
こ

と
が
頭
に
浮
か
び
、
何
だ
か
生
ま
れ

変
わ
っ
た
よ
う
な
気
分
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

Ａ
型
と
言
え
ば
、
几
帳
面
、
慎
重
、

ケ
ジ
メ
を
つ
け
た
が
る
と
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
。
Ｏ
型
は
寛
容
、
社

交
的
、
細
か
い
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
な

い
と
い
う
感
じ
。
い
わ
ば
対
極
に
あ

る
。
わ
ず
か
数
時
間
前
、
Ａ
型
か
ら

Ｏ
型
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
人
間
と
し

て
は
、
い
か
に
巷
に
流
布
し
て
い
る

血
液
型
性
格
分
類
の
「
Ａ
型
枠
」
に

自
ら
を
当
て
は
め
て
生
き
て
き
た
か

を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

　

血
液
型
と
性
格
と
に
直
接
関
連
性

が
な
い
こ
と
は
、
各
種
研
究
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
「
血
液

型
で
相
性
を
診
断
す
る
」
的
な
言
説

が
は
や
る
の
も
日
本
や
韓
国
ぐ
ら
い

で
、
国
民
の
大
半
が
自
分
の
血
液
型

を
知
っ
て
い
る
国
も
珍
し
い
ら
し
い
。

　

私
が
小
学
生
だ
っ
た
の
は
１
９
７
０

年
代
。
今
も
小
学
校
で
血
液
型
を
調

べ
る
検
査
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
は

知
ら
な
い
が
、
今
回
の
一
件
で
い
ら

ぬ
お
せ
っ
か
い
だ
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
。
当
時
「
君
は
Ｏ
型
だ
」
と

言
わ
れ
て
い
た
ら
、
自
ら
を
「
Ｏ
型

枠
」
に
は
め
る
努
力
を
し
て
今
と
違

う
自
分
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
し
、
何
よ
り
自
己
申
告
に
基
づ
い

て
輸
血
さ
れ
て
い
た
ら
大
変
な
こ
と

に
な
っ
て
い
た
（
そ
ん
な
こ
と
は
あ

り
え
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
血
液
型
を

知
っ
て
お
く
必
然
性
は
あ
ま
り
な

い
）
。

　

け
が
を
し
た
の
は
痛
か
っ
た
が
、
何

と
も
得
難
い
体
験
を
し
た
２
０
１
６
年

の
夏
だ
っ
た
。

東京余話 vol.16 038 プレス東京駐在編集委員　三岡 昭博 Akihiro Mioka

第22回
　

ね
え
ね
え
浄
圓
房
さ
ん
、
仙
台
を
舞
台
に
し
た
映
画
が
上

映
さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　

そ
う
な
ん
じ
ゃ
、
最
近
で
は
、
江
戸
時
代
の
仙
台
領
吉
岡
宿
を

舞
台
と
し
た
「
殿
、
利
息
で
ご
ざ
る
」
や
、
昭
和
40
年
代
、
仙
台

の
電
力
ビ
ル
の
裏
通
り
、
土
屋
ミ
シ
ン
の
と
な
り
の
地
下
の
バ

ロ
ッ
ク
音
楽
専
門
の
喫
茶
店
を
舞
台
と
し
た
、
仙
台
出
身
の
作
家
、

小
池
真
理
子
さ
ん
の
小
説
が
原
作
の
「
無
伴
奏
」
が
上
映
さ
れ
た

の
う
。
戦
前
か
ら
仙
台
は
映
画
の
舞
台
と
し
て
も
多
く
の
映
像
に

残
っ
て
お
る
。
※
１

　

三
尺
左
五
平
と
い
う
映
画
は
、
エ
ノ
ケ
ン
こ
と
、
榎
本
健
一
主

演
の
チ
ャ
ン
バ
ラ
映
画
で
、
国
宝
だ
っ
た
仙
台
城
の
大
手
門
も
映

画
の
中
で
威
容
を
誇
り
、
戦
後
も
、
昭
和
38
年
の
小
林
旭
主
演
で

撮
影
さ
れ
た
「
惜
別
の
歌
」
は
当
時
の
一
番
町
の
七
夕
の
様
子
や

勾
当
台
公
園
、
仙
台
駅
や
青
葉
城
址
に
宮
城
野
貨
物
駅
、
松
島
な

ど
観
光
名
所
が
目
白
押
し
で
、
懐
か
し
い
の
う
！
「
ゴ
ジ
ラ
」
シ

リ
ー
ズ
で
も
映
画
の
中
で
仙
台
の
街
は
何
度
も
破
壊
さ
れ
た
ん

じ
ゃ
！

　

へ
え
、
そ
う
な
ん
だ
あ
！
仙
台
で
映
画

撮
影
っ
て
、
素
敵
！
私
も
出
た
い
！

　

そ
う
い
え
ば
、
せ
ん
だ
い
・
宮
城
フ
ィ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
エ
キ
ス
ト
ラ
を
募
集
し
て

お
る
。
応
募
す
れ
ば
映
画
に
も
出
演
で
き
る
か
も
し
れ
ん
の
う
。

　

そ
れ
に
の
う
、
仙
台
は
映
画
館
が
多
か
っ
た
。
昭
和
初
期
、
映

画
館
は
演
劇
と
映
画
を
交
互
に
上
演
し
て
い
た
が
、
昭
和
36
年
に

は
映
画
専
門
で
36
の
映
画
館
が
仙
台
に
あ
っ
た
。
私
た
ち
の
街
お

宮
町
に
も
、今
の
宮
町
通
り
と
北
四
番
丁
通
り
の
交
差
点
付
近
「
宮

町
九
二
」
の
北
映
劇
場
は
５
０
０
席
を
要
し
た
劇
場
だ
っ
た
し
、

旅
籠
町
、
西
友
の
斜
め
向
か
い
「
小
田
原
北
二
番
町
通
三
三
の
八
」

に
は
仙
台
銀
映
が
あ
り
、
錦
町
の
龍
亭
の
東
側
に
は
錦
映
画
館
が

あ
っ
た
。

　

へ
え
、
宮
町
に
映
画
館
が
あ
っ
た
な
ん
で
、
知
ら
な
か
っ

た
し
、
す
ご
ー
い
！

　

そ
う
な
ん
じ
ゃ
、
昭
和
の
初
め
か
ら

昭
和
30
年
代
後
半
ま
で
は
映
画
が
娯
楽

の
中
心
だ
っ
た
。
今
上
天
皇
陛
下
と
皇

后
さ
ま
が
昭
和
34
年
に
ご
成
婚
し
た
時

に
は
、
国
民
が
皆
テ
レ
ビ
で
中
継
を
見

よ
う
と
モ
ノ
ク
ロ
の
テ
レ
ビ
が
多
く
売
れ
た
。
そ
し
て
昭
和
39

年
に
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
が
実

に
売
れ
た
ん
じ
ゃ
。
こ
れ
が
娯
楽
の
中
心
が
映
画
か
ら
テ
レ
ビ
に

移
っ
て
し
ま
っ
た
瞬
間
と
言
わ
れ
て
お
る
ぞ
。

　

し
か
し
じ
ゃ
、
大
画
面
で
し
か
も
音
響
の
良
い
映
画
館
で
見
る

映
画
は
格
別
じ
ゃ
！

　

そ
う
だ
、
映
画
館
に
行
こ
ー
っ
と
！

※
１

■
仙
台
を
舞
台
に
し
た
映
画
（
抜
粋
）

磯
川
兵
助
功
名
噺
（
昭
和
17
年
）

第
五
列
の
恐
怖
（
昭
和
17
年
）

出
征
前
十
二
時
間
（
昭
和
18
年
）

三
尺
三
五
平
（
昭
和
19
年
）（
榎
本
健
一
主
演
）

真
珠
母
（
昭
和
28
年
）

大
地
の
侍
（
昭
和
31
年
）

新
日
本
珍
道
中
（
昭
和
33
年
）

キ
ン
グ
コ
ン
グ
対
ゴ
ジ
ラ
（
昭
和
37
年
）

惜
別
の
歌
（
昭
和
38
年
）（
小
林
旭
主
演
）

赤
い
殺
意
（
昭
和
39
年
）

青
葉
繁
れ
る
（
昭
和
47
年
）

ト
ラ
ッ
ク
野
郎
・
御
意
見
無
用
（
昭
和
50
年
）

名
門
！
多
古
西
応
援
団
（
昭
和
62
年
）（
編
集
部
員
・
高
橋
孝
敏
氏
出
演
）

ゴ
ジ
ラ
ｖ
ｓ
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
（
平
成
５
年
）

国
会
へ
行
こ
う
！
（
平
成
５
年
）

ガ
メ
ラ
２ 

レ
ギ
オ
ン
襲
来
（
平
成
８
年
）

 

出
典
：
仙
台
映
画
大
全
集

 

文
：
千
葉
富
士
男

 

イ
ラ
ス
ト
：
が
ん
じ
ー

仙台映画事情

ネットには血液型占いや
性格診断のサイトがいっぱい
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学校行事予定（2016 年 10 ～ 12 月）* なお、2016 年 9 月上旬での予定のため、変更になる可能性もあります。ご了承ください。

動
物
か
ら
学
ぶ
。

遊
び
に
つ
い
て

野
生
動
物
は
、
子
ど
も
の
頃
に
獲
物
を
捕

ら
え
る
た
め
の
疑
似
体
験
で
の
遊
び
を
す
る

も
の
の
大
人
に
な
っ
て
遊
ぶ
こ
と
は
、
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
遊
ん
で
い
る
余
裕
が
な
い

の
が
、
現
実
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
、
人
の
世
界
で
は
、
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
が

大
人
気
で
す
。
こ
の
ゲ
ー
ム
の
お
陰
で
外
に

で
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
り
周
り
の
人
と
遊
ぶ

こ
と
が
出
来
た
り
す
る
の
は
、
ゲ
ー
ム
自
体

の
価
値
観
を
変
え
ま
し
た
。

こ
の
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
で
使
わ
れ
て
い
る
Ａ

Ｒ
「
拡
張
現
実
」
を
使
う
こ
と
で
実
店
舗
に

て
今
と
昔
の
画
像
を
見
ら
れ
た
り
、
シ
ョ
ッ

プ
販
売
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
も
使
え
ま
す
の

で
こ
れ
か
ら
大
き
く
時
代
が
変
わ
り
そ
う
で

す
。さ

て
　
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
の
原
点
は
、
虫
取

り
だ
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
人
間
が
、
本
来
持
っ

て
い
る
狩
猟
本
能
が
、
く
す
ぐ
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。
子
ど
も
に
は
、
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
だ

け
で
な
く
友
達
と
一
緒
に
昆
虫
を
採
っ
て
欲

し
い
で
す
。
と
て
も
大
切
な
体
験
に
な
り
ま

す
か
ら
。
そ
し
て
子
ど
も
達
の
遊
び
は
、
大

人
が
、
作
っ
た
ゲ
ー
ム
に
躍
ら
せ
る
の
で
は

な
く
子
ど
も
達
自
身
で
考
え
た
ル
ー
ル
で
友

達
と
遊
ぶ
こ
と
も
大
事
で
す
。
想
像
力
を
高

め
た
り
人
間
ど
う
し
の
付
き
合
い
を
学
べ
た

り
と
言
う
い
い
機
会
に
な
る
も
の
で
す
。

ち
な
み
に
い
い
仕
事
を
し
て
い
る
人
は
、

遊
び
も
充
実
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
人
も
子
ど
も
も
毎
日
が
、
忙
し
い
昨
今
、

夢
中
に
な
る
遊
び
（
趣
味
）
を
持
つ
こ
と
は
、

人
生
を
豊
か
に
し
ま
す
。
さ
あ
、遊
び
ま
し
ょ

う
。
仲
間
と
一
緒
に
！

 

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
さ
ま
ん 

佐
藤 

広
行

資産運用と有効利用のベストパートナー

◆ SPECIAL THANKS ご協賛へ感謝を込めて

アエル株式会社�様
株式会社マイザ�様

協同組合みやぎ�
マルチメディア・マジック様

株式会社
アサヒ建築設計事務所�様

西松建設株式会社
北日本支社�様

仙台市青葉区中央 1 丁目 3 - 1
TEL : 022 - 723 - 8000 仙台市太白区長町 3-4-16

TEL : 022 - 247 - 9830
仙台市太白区長町 3-4-16
TEL : 022 - 247 - 5230

仙台市青葉区大町 2-8-33
TEL　022-261-8161

この情報紙は、地域の情報発信と共有を通じ、地域活性化につなげることを目的としたフリーペーパーです。この趣旨に賛同いただき、より多くの企業や団体、個人の皆様がご協賛を
通じて事業を支えてくださいますよう、お願い申し上げます。

◆東六番丁小学校
10 月 29 日（土） 音楽発表会
11 月 10 日（木） 就学時健康診断
11 月 16 日（水） 火災避難訓練・集団下校訓練
12 月 7 日（水） 授業参観・懇談会（4 ～ 6 年）
12 月 9 日（金） 授業参観・懇談会（1 ～ 3 年）

◆五城中学校
10 月 22 日（土） 運動会（五城中校庭）
11月7日（月）～11日（金）第２学年職場体験学習

◆北六番丁小学校
10 月 5 日（水） 和・話・輪フェスティバル
11 月 12 日（土） 学習発表会保護者公開日
11 月 17 日（木） 就学時健康診断

◆常盤木学園高校
10 月 30 日（日） 第 2 回オープンスクール
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。
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10 年前、山形県西
川町と宮町商店街の
交流 10 周年を記念し
て「友好町」の約束が
交わされました。調
印はなんと大根で！ 
今回の表紙はそのと
きの様子です。

そして今年第 20 回宮町秋まつりの中で、交流 20
年を祝しておもしろ式典が開催予定。ご期待くださ
い！ 当日は、西川町の秋の味覚市もありますよ。
 （がんじー）

今号の表紙画　『西川町・宮町友好調印式』

何気ない風景に溶け込んだ『まちの一コマ』

８月６日から８日までお宮町を彩った七夕飾り。

仙台七夕まつり協賛会の飾り付け団体審査では宮町商店街振興組合が銅賞を受賞しました。
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